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1. 目的  

 宮城県亘理町の空間線量率の時間変化を調べる。 

 

2. 方法 

 東北大学は、２０１１年３月１５日以降、亘理町の空間線量率を毎週測定している。測定はＮａＩサー

べーメーターで行っている。測定データを用いて、２０１２年８月１９日までの時間変化を作成する。 

 

3．結果（平成２４年８月１９日発表） 

 図１に観測点を示す。観測場所は土の表面であるが、２０１１年の１１月頃まではウェザリング効果で

空間線量率は減少したが、その後は一定である。また、観測点は、２０１１年の６月頃から 0.23 マイクロ

シーベルト毎時を下回っている。 

  

図１ 亘理町における東北大の観測点      図２ 亘理町の空間線量率の時系列変化 
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